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１） 概要 

MS-702 は、安定化電源及び、2 チャンネルの 1U サイズラックマウントタイプインターカムメインステーションです。

モニター回路は、マイクプリアンプ、ブリッジ回路、ヘッドセットとスピーカーをドライブする能力をもつパワーアンプで

構成されています。 

また、オプションの G.M（グースネックマイク）仕様も可能です。 

このメインステーションは、ベルトパックリモートステーション（RS-601 等）では 40 台、スピーカーステーション

（KB-702 等）では 10 台、ヘッドセットステーション（HB-702 等）は 12 台まで接続できます。 

２） プログラムモニター 

MS-702 においてプログラム信号はインターカムラインにミックスされず、フロントパネルにあるプログラムボリューム

により、A・B チャンネルに送り出したプログラムレベルとは独立したレベルでモニターできます。 

３） プログラムモニターをインターカムラインに重畳する 

A・B 各チャンネルのインターカムラインに、外部プログラムを重畳させ、各ステーションでのモニターを可能にします。

プログラム送り出しは A・B 独立したレベルコントロールにより、独立にセットできます。 

４） ステージアナウンス 

フロントパネルにあるステージアナウンススイッチを押すことにより、リアパネル上の専用コネクター（XLR-3-32 タイ

プ）から、MS-702 のトーク（送話）シグナルをインターカムラインと独立して出力することができます。 

また、アナウンスリレーコンタクトターミナルにより、ローカルモニターのミュートリレー等のコントロールを、アナウンス

ボタンと同時に動作させることができます。 

５） モニター 

スピーカー及びヘッドセットの音量は、フロントパネルのリッスンレベルボリュームで、A・B 独立してコントロールされ

ます。 

６） サイドトーン 

フロントパネルにあるサイドトーンアジャストを調整することにより、MS-702 に接続したヘッドセットマイクのヘッドフ 

ォン、スピーカーへ戻ってくる送話信号のレベルをコントロールできます。これをコントロールすることにより、外部スピ

ーカーからハウリングを防ぐ事ができます。 

７） 電源部 

MS-702 内部の安定化電源回路は、接続ラインのショートに対するサーキットプロテクションを持っており、ラインがシ

ョートした場合やオーバーロード状態になると自動的にショートサーキットセンサーが作動し、フロントパネルにあるシ

ョートインジケーターが点灯します。ショートの原因を取り除くと 5 秒以内に自動的に復帰します。 

８） コネクター 

リアパネルには、A・B チャンネルコネクターとして、各 3 個の XLR-3-32 タイプコネクター、ステージアナウンス出力

用として 1 個の XLR-3-32 タイプコネクター、外部プログラム入力用として XLR-3-31 タイプコネクターが備わってい

ます。 
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コールボタンが押されている間、そのチャンネルのTALKボタンが明るく点灯するのは、ライン上にコール信号が送ら

れていることを表示しています。 

３） トーンアラート 

コール信号を受け取った場合に、フロントパネルのインジケーターが見えない場所にいる人に対してブザーを鳴らして

呼び出します。ボタンは ON/OFF を交互に切り替えます。ブザーは外部に接続されたステーションからのコール信

号には反応しますが、自分で押した場合には鳴りません。トーンアラートが ON のとき、青色の LED が点灯します。 

５） リッスンレベルコントロール 

それぞれのチャンネルは独立したリッスンレベルコントロールを持ち、通常リッスン回路は ON の状態になっていま

す。チャンネルの音声を聴くときはコントロールノブをまわしレベルを設定してください。また、完全に絞りきった状態で 

OFF となります。 

６） サイドトーンコントロール 

それぞれのチャンネルにはサイドトーンコントロールを持ち、ヘッドセットへ自分のマイクからの音声の返るレベルが

最小となるように調整します。この調整により通話の明瞭度がより向上します。また、同一パーティーライン上の子機

の数量の増減により負荷が変化した場合には、再度、調整が必要となります。 

７） プログラムスイッチ 

ON チャンネルにプログラムを重畳します。

OFF チャンネルにプログラムを重畳しません。

INT TALK が ON になった時、重畳していたプログラムは中断されます。

（タレントキュー、楽屋モニター用）

８） プログラムセンドレベルコントロール 

それぞれのチャンネルには、プログラムセンドレベルコントロールがあり、プログラムセンドを ON にした時センドレ

ベルを調整します。 

プログラムモニターコントロール ： 

このコントロールは、ヘッドセット、スピーカーの音量のみをコントロールし、インターカムラインへのプログラムには影

響しません。 

９） リンクスイッチ 

通常、ｃｈＡとｃｈＢは独立しており、ｃｈＡとｃｈＢのステーション間の通話はできませんが、リンクスイッチをＯＮにするこ

とにより、Ａ・Ｂすべてのステーション間で通話が可能となります。Ａ＋Ｂのリンクモードでは、chA のコントロール機能

のみとなります。 

リンクスイッチが ON のとき、オレンジ色の LED が点灯します。 

＜NOTE＞ 

LINK A+B のポジションはチャンネルがリンクするのではなく、B チャンネルのコネクターが B 回路からはずれ、チャ

ンネル A のパーティーラインとなります。 



＜注意＞ 

リンク機能はターミネーションが正しくセットされているときに使用できます。数台のメインステーションを持つシステム

でターミネーションを他の機器がまかなっている時、ダブルターミネーションになり通話品質の劣化やコール機能の異

常などの現象が起こります。 

１０） スピーカーON/OFF スイッチ 

スピーカーでのモニターON/OFF を切り替えます。 

１１） リモートマイクキル 

クリアーカムのベルトパックは、DC 供給電圧を瞬間的に切ることにより、マイクロフォン TALK 回路を OFF にするこ

とができます。リモートマイクキルボタンを数秒間押し続けることにより、チャンネル内のベルトパックのマイクをOFF 

にすることができます。 

１２） マイクセレクトスイッチ 

本体に接続されたグースネックマイクまたは、ヘッドセットのマイクの切り替えをします。 

 

 

１４） ステージアナウンスボタン 

ステージアナウンススイッチを押すことにより、MS-702 のトーク（送話）シグナルをインターカムラインと独立して出力

することができます。ステージアナウンスボタンを押した場合には、インターカムラインへのトークは OFF となり、離

すと ON に戻ります。 

タレントキュー、楽屋などのインカムシステム外部のシステムに直接トークするために使用します。 

１８） パネルマイクコネクター 

1/4 インチフォーンジャックで、クリアーカムの GM-18 又は GM-9 を取り付けるためのジャックです。 

１９） ヘッドセットコネクター 

ヘッドセットコネクターは XLR-4-32 タイプで標準クリアーカムヘッドセット仕様に対応しています。 

 

２６） ショートLED 

chA/chB それぞれについて、ショートまたはオーバーロードの場合に赤色の LED が点灯します。原因を取り除くと

自動的にリセットされます。 

 

  

マイクロフォン 200Ω ダイナミックタイプ

ヘッドフォン 50～1kΩ ダイナミックタイプ（CC-85 400Ω / CC-250 200Ω） 
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１６） ターミネーションスイッチ 

それぞれのインターカムチャンネルには、ターミネーションスイッチがあり、インターカムライン上に複数のメインステー

ションがある場合に簡単に設定する事ができます。 

注意）最適なインターカムラインを構成するためには、クリアーカムライン上のターミネーションを 1 ヶ所にしなければ

なりません。（誤設定によりダブルターミネーションやノーターミネーションになると、レベルダウンや発振などが起こり

機能に支障をもたらします。） 

１７） 電源スイッチ 

電源スイッチは、リアパネルの左にあり、スイッチに ON/OF の表示が記入されています。 

２０） 電源コネクター 

電源スイッチのすぐ右にあります。付属 3 ピン AC ケーブルを使用してください。

IEC Type 320 コネクター 90～240VAC 50/60Hz 

２１） インターカムラインコネクター 

A・B チャンネルコネクターとして、各 3 個の XLR-3-32 タイプコネクターがあります。 

標準クリアーカムワイヤリング PIN 1 グラウンド（シールド）

  2 ＋30V

  3 インターカムライン

 

２２） プログラムインプットコネクター 

入力は電子バランスインプットで XLR-3-31 タイプコネクターです。 

 

 

 

２３） ステージアナウンスアウトプット 

出力は、トランスフォーマーアウトプットで 600Ω 0ｄBV、XLR-3-32 タイプコネクターです。 

ワイヤリング PIN 1 グラウンド（シールド）

 2 （－）AUDIO

 3 （＋）AUDIIO

 

 

 

 

ワイヤリング PIN 1 グラウンド（シールド） 

 2 （＋）AUDIO 

 3 （－）AUDIO 



２４） ステージアナウンスリレーアウト 

アナウンス出力専用コネクター（XLR-3-32 タイプ）の他に、アナウンスリレーコンタクトジャック（1/4 インチフォーン）

により、ローカルモニターのミュートリレー等のコントロールをアナウンスボタンと同時に動作させることができます。 

Ring Normally Closed Contact

Tip Common Contact 

Sleeve Normally Open Contact

 

２５） ホットマイクアウト/IFB システム 

このジャック（1/4 インチフォーン）から選択されたヘッドセット又はパネルマイクの信号を 0ｄBV で出力します。この

出力はクリアーカムIFBシステムのエクスターナル・ラインインプット・ジャックとのインターフェイスに使用します。 

Ring Ext.IFB コントロール信号入力

Tip ホットマイク・アウト 

Sleeve グラウンド（シールド） 

 

 


